
問
本
庁
中
心
の
あ
り
方
に

は
限
界
が
あ
り
、
支
所
の

権
限
・
裁
量
枠
の
拡
大
が

必
要
で
は
。

答
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

問
支
所
業
務
や
組
織
の
見

直
し
の
な
か
で
、
中
心
連

携
拠
点
的
な
支
所
の
設
置

も
検
討
が
必
要
で
は
。

答
今
後
は
そ
う
い
う
検
討

も
必
要
と
考
え
る
。

問
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

答
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な
ど
で

公
園
整
備
を
望
む
声
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
新
し
い
公
園
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

答
将
来
世
代
へ
の
負
担
を

考
え
利
用
予
測
や
管
理
費

用
な
ど
の
議
論
が
必
要
。

問「
住
民
一
人
当
た
り
の
公

園
面
積
10
㎡
」と
い
う
目
標

は
、「
人
口
割
り
」で
は
な

く「
面
積
割
り
」「
ブ
ロ
ッ

ク
割
り
」と
す
べ
き
で
は
。

答
小
学
校
区
単
位
と
い
う

よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
割
り
に

つ
い
て
の
検
討
は
必
要
と

考
え
る
。

問
機
械
設
置
工
事
に
お
い

て
大
手
メ
ー
カ
ー
の
独
壇

場
と
な
る
部
分
を
も
っ
と

透
明
化
す
べ
き
で
は
。

答
契
約
の
基
本
と
な
る
施

工
体
制
や
金
額
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
の
適
正
化
に
努

め
た
い
。

問
今
後
を
見
据
え
、
専
門

家
や
機
関
に
中
立
的
な
立

場
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
べ
き
で
は
。

答
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
適
正
化
に
取

り
組
み
た
い
。

問
消
防
団
員
確
保
の
現
状

は
。
若
者
の
入
団
促
進
に

新
た
な
取
り
組
み
を
。

答
定
員
２
，１
０
０
人
に
対

し
１
，８
８
０
人
。
若
者
は

も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
消
防

団
活
動
に
理
解
を
図
り
、

入
団
説
明
会
を
開
催
し
団

員
確
保
に
取
り
組
む
。

問
災
害
対
応
や
行
方
不
明

者
捜
索
な
ど
広
範
囲
な
活

動
を
高
め
、
早
急
な
救
助

活
動
が
で
き
る
よ
う
簡
易

デ
ジ
タ
ル
無
線
携
帯
型
の

器
数
増
加
を
。

答
情
報
伝
達
手
段
が
必
要

な
災
害
対
応
に
は
簡
易
デ

ジ
タ
ル
無
線
携
帯
型
の
器

数
増
加
を
図
る
。

問
荘
川
町
・
一
之
宮
町
の

小
学
校
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
は
地
域
住
民
と
合
同

で
、
郷
土
を
愛
す
る
心
で

地
域
の
伝
統
行
事
に
貢
献

早
生
樹
植
林
・「
セ
ン
ダ

ン
」で
地
域
お
こ
し
を
！

問「
早
生
樹
」を
里
山
に
植

え
る
試
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
セ
ン
ダ
ン
は
植
林
後
、

10
〜
20
年
で
十
分
で
あ
る
。

材
質
は
堅
く
、
内
装
材
や

家
具
材
に
も
向
く
。
多
様

な
国
内
重
要
に
応
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
地
域
お
こ

し
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

答
早
生
広
葉
樹「
セ
ン
ダ

ン
」は
木
材
・
林
業
関
連
の

研
究
者
・
企
業
は
も
ち
ろ

ん
、
林
野
庁
や
各
都
道
府

県
か
ら
も
熱
い
視
線
を
浴

び
、
全
国
で
試
験
植
樹
が

行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し

て
の
活
用
が
高
山
市
森
づ

く
り
委
員
会
に
お
い
て
意

見
が
出
て
い
る
。
早
生
樹

種
を
含
め
短
い
年
数
で
収

穫
す
る
木
材
生
産
林
の
手

法
の
研
究
を
進
め
る
。

問
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

た
め
の｢

健
康
づ
く
り｣

の

重
要
性
と
市
民
の
健
康
を

守
る｢

医
療｣

へ
の
需
要
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
。

理
念
の
共
有
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
と
地
域
医
療
を

守
る
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
条
例
の

制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答「
健
康
は
自
ら
つ
く
る
」

｢
地
域
が
医
療
を
守
る｣

と

い
っ
た
理
念
を
市
民
と
共

有
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
市
民

の
健
康
の
維
持
増
進
や
地

域
医
療
の
確
保
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
を
進
め
る
中

で
研
究
し
て
い
く
。

早
生
樹
植
林
に
よ
る
林

業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

松山 篤夫 議員

安
全
対
策
向
上
に
向
け

て
消
防
団
員
の
確
保
と

整
備
の
拡
充
を

学
校
ト
イ
レ
の
整
備
を

谷澤 政司 議員

す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

全
市
的
に
同
じ
教
育
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
を
拡
充
す
る
考

え
は
。

答「
郷
土
に
根
ざ
し
た
心
に

残
る
教
育
の
創
造
」の
方
針

の
も
と
、
学
校
教
育
に
地

域
の
方
に
参
画
し
て
も
ら

い
、
郷
土
教
育
を
連
携
し

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
子
供
た
ち
が
支
障
な
く

学
校
生
活
が
出
来
る
こ
と

と
、
地
域
住
民
の
災
害
避

難
所
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
か
ら
、
ト
イ
レ
和

式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
に

更
新
整
備
の
考
え
は
。

答
学
校
の
改
修
に
併
せ
て

ト
イ
レ
洋
式
便
器
化
を
図

り
、
安
全
で
快
適
な
学
校

施
設
の
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

支
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
本
質
的
な
議
論
を
！

中筬 博之 議員

大
型
公
共
事
業
の
透
明
性

支
所
の
あ
り
方

身
近
な
公
園
の
整
備

「
健
康
づ
く
り
及
び
地
域

医
療
の
確
保
に
関
す
る

基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」（
仮
称
）

子
供
が
地
域
に
貢
献
!!
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